
和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｇ００１

教 科 工 業 科 目 工業技術基礎 履修学年 １年

単位数 ４ 科・系 土木科 担 当 者

工業に関する基礎的技術を実習によって体験させ、各分野における技
教科・科目 術への興味・関心を高め、工業の意義や役割を理解させるとともに、工
の目標 業に関する広い視野を養い、工業の発展を図る意欲的な態度を育てる。

・測量の各外業、内業の理解と習得をさせる。
・製図の基本である線、文字、角の等分、測量記号を理解させる。
・ものづくりを通して材料の特性、工具の使い方を理解する。

使用教科書 ７実教 工業７０１ 工業技術基礎,７実教 工業７１８ 工業情報数理
・教材等 ７実教 工業７１５ 測量,７実教 工業７５１ 土木構造設計１

７実教 工業７０６ 土木製図

評価の観点 知識・技能、思考・判断・表現、主体的に取り組む態度
と といった観点から総合的に判断して評価します。

その方法
授業時の観察での評価・技能・技術・レポート・作品、以上を総合的

に 判断して評価します。

１クラス（４０人）を４ショップに分けて、実習をおこないます。各
学習方法・ ショップは１０人編成で行い、ロ－テーションを組んで１年間を通して
学習形態 測量１，測量２、製図、情報の４つの実習を行います。

・測量 実際に測量器具の取り扱いを理解させるとともに、測定方法は、
留 意 点 実習によって習得させる。据え付け・角度の測定ができる。
そ の 他 内業は、実際の測定値を使用して、計算方法理解させる。

・製図 製図用具の正しい使い方を身につけさせる。製図の課題を与え、
線や文字をていねいに記入できるように指導する。

・工具等を用いるので、事故防止に努め、安全に作業を行うこと。



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

オリエンテーション 人と技術と環境 ○技術者として、人と社会
４月 のかかわりや工業技術が担

う役割を理解する。
○各種職業資格の取得が必
要であることを理解し、ど
のような資格があるか調べ

一 ５月 ることができる。
学 ○勤労観、倫理観について
期 理解し、表現することがで

きる・
知的財産とアイデアの発想 ○知的財産権について理解

する。
事故防止と安全作業の心がま ○事故発生時の対処、事故

６月 え の防止策を理解し、行動す
ることができる。

実験・実習報告書の作成 ○実験・実習の結果をまと
める手法を学び、各班にお

７月 いて指定された条件の報告
書を期限内に完成させるこ
とができる。

発表のしかた ○パソコンによるプレゼン
テーションの方法を理解す
る。

測量 ・距離測量 ○距離測量の方法を理解し、
内業計算を理解する。

・単測法 ○セオドライトの構造、据
え付け、視準、測角を理解
する。

夏季
休業

製図 ・製図文字(かな・漢字) ○ 製図文字(かな・漢字)の
９月 書き方を理解する。

・線種の種類、直線 ○線の種類とその用途を理
解させる。

・縮尺および寸法の練習 ○縮尺を理解し、正しく書
ける。寸法の記入・書き方
を理解する。

･土木構造物の作図 ○土木構造物を描き、縮尺
10月 ・線種・文字が正しくでき

ている。丁寧に仕上げる。

11月

12月

冬季休業

１月 模型 ・モルタルによるものづくり ○各種材料の特徴を理解し、
三 ・単管パイプによるものづく 工具等を正しく用い安全に
学 ２月 り ものを作ることができる。
期 ・構造物生ずる反力実験 ○実験を通して、構造物に
３月 ・プレートガーダー橋の製作 生ずる力を理解する。

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｇ００２

教 科 工 業 科 目 工業情報数理 履修学年 １年

単位数 ２ 科・系 土木科 担 当 者

・専門科目の計算をするうえで、必要となる関数計算機を使いこなせる
教科・科目 ようにする。
の目標 ・情報の基礎的事項について理解する。

使用教科書 ７実教 工業７１８ 工業情報数理
・教材等 ３・４級計算技術検定模擬問題（全国工業高等学校長協会）

評価の観点 知識・技能、思考・判断・表現、主体的に取り組む態度
と といった観点から総合的に判断して評価します。

その方法
定期考査、小テスト、提出物、授業時の観察で評価などにより総合的に
評価する。

・関数計算機を使用して計算問題を行います。毎時間、プリントを用い
学習方法・ て学習するので、積極的に取り組むこと。
学習形態 ・情報の分野では視聴覚機器を用いて授業を行うこともあります。

・チームティーチングにより、できる限りの学習援助を行います。分か
留 意 点 りにくいところはそのまま放置せずに、早い段階で解決すること。
そ の 他 ・関数計算機を使用して、授業を行うので、忘れないこと。

・ノートやプリント等の提出物は期限内に提出すること。



令和６年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

４月 ガイダンス 授業の方針、諸注意等の説明をします。

計算技術検定４級程度 ・四則計算を理解する。

四則計算の説明・練習 ・分数式の形でない場合の四則計算および分 ・比例の計算を理解する。

数形式の場合の四則計算を学習する。 ・反比例の計算を理解する。

一 ５月 集計計算の説明・練習 ・定数とその関連計算を理解する。

学 ・定数計算（比例・反比例）、文字式の計算 ・文字式の計算を理解する。

期 実務計算の説明・練習 を学習する。

現代社会とコンピュータ ・私たちの日常生活には欠かせないコンピュ ・コンピュータの特徴を理解する。

６月 ータについて学習する。 ・基礎的な用語を理解する。

・プログラム言語 文字データの取扱い ・情報モラルについて自ら考え、適切に

判断できる能力を身につける。

７月 １学期期末考査

夏季
休業

計算技術検定３級程度 ・有効数字表示の説明をします。 ・有効数字３ケタで表示する。

９月 四則計算の説明・練習 ・四則計算の計算式と操作を学習します。

・常用対数の計算の説明をします。 ・関数値を含めた変数計算を理解する。

・三角関数を含む計算の説明をします。 ・平方に比例反比例する問題を理解する。

関数計算の説明・練習 ・ラジアンの計算を学習します。 ・平方根に比例反比例する問題を理解す

・定数計算による比例反比例の計算を学習し る。

ます。 ・順列・組合せの計算を理解する。

実務計算の説明・練習 ・順列・組合せの計算を学習します。 ・文字式の計算を理解する。

二 ・文字式の計算を学習します。 ・１次式の変形を伴う計算を理解する。

学
期 情報技術検定３級程度 ・進数について学習する。 ・進数を理解する。

進数 ・論理回路の基礎を学習する。 C の基本的なプログラミング手法
論理回路 分岐処理 繰返し処理Ｃの特徴 について学習し、実際に簡単なプログ

10月 ラを作成できる能力を身につけさせる。

単なプログラミングを学習し、流れ図の

き方、数値・文字などの定数と変数の扱

方や、各種の関数の扱い方を理解する。

計算技術検定に向けた模試を行う。 ・計算技術検定に向けた小テストを行う。 ・３級計算技術模擬問題の小テストで、

11月 計算技術検定３級実施 合格点に達する。

・計算技術検定３級に合格する。

12月 2学期期末考査

冬季
休業

三 情報技術検定３級に向けた模試を行う。 ・情報技術検定に向けた小テストを行う。 情報技術検定模擬問題の小テストで、

学 １月 情報技術検定３級実施 合格点に達する。

期 【実習】 ・情報技術検定３級に合格する。

コンピュータの基本操作及び簡単な文書 ・ワープロソフト「一太郎」「ワード」を用 ・基本的なコンピュータの操作及び文字

２月 作成 いて文書作成の基本を練習し、便利な使い方 の入力を学習し、自分で簡単な文書作成

も学習する。 編集が行えるようにする

３月 学年末考査

春季
休業



和歌山県立和歌山工業高等学校(全) 通し番号 G003  

教 科 工 業 科目 測 量 履修学年 １年 

単 位 数 ２ 科 土木科 担当者  

 

教科・科目の

目標 

○測量の知識と技術を理解する。 

○基本的な測量器械・器具の構造・使用方法を理解する。 

測量の結果は、各種建設工事の計画・設計・施工などあらゆる場面で利用される。授業にお

いては測量結果の整理・計算の方法を中心に、測量の基本をしっかり身につける。また、近

年の測量技術の進歩について理解する。 

使用教科書 

・教材等 
7実教 工業 715 測量 

評価の観点 

と 

その方法 

・評価の観点 

以下の観点で評価する。 

①知識・技能        

②思考・判断・表現     

③主体的に学習に取り組む態度   

・評価方法 

以下の方法により評価する。 

①定期考査  

②課題プリント 

③成果物など 

 

①～③を総合的に判断して評価します。 

学習方法・ 

学習形態 

・測量教科書を基本に行い、測量の外業(測定)手順、内業(計算)手順を理解し、授業を展開

する。 

・工業技術基礎(測量実習)の学習進度と合う授業展開をする。 

・個人演習(計算)やグループ演習(計算)をしながら学習する。 

・工業技術基礎(測量実習)の資料・写真・測量器械を用いてイメージを持たせる。 

履修者への

メッセージ 

 

・計算は関数電卓を使用しますので、毎回の授業で関数電卓を持参すること。 

・定期的に課題を行います。提出し理解を深めること。 

・測量の職種に就きたい者で、高校在学中に受験できる国家試験「測量士補試験」を受験に

挑戦することを目標に挑んでほしい。 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

ガイダンス 

（授業の方針、諸注意等） 

第 1章 距離測量 

 

 

（１学期中間考査） 

第 5章 水準測量 

 

 

 

 

 

 

（１学期期末考査） 

・測量全般の概要 

・距離測量用器具 

・距離の測定 

・距離の補正 

・測距器械による距離の測定 

 

・水準測量の用語 

・水準測量の器械・器具 

・水準測量の方法(昇降式) 

        (器高式) 

・水準測量の誤差 

・交互水準測量 

○身近な測量の実例から，どの

ような測量があるのかを知る。 

○距離測量の方法を理解する。 

○距離測量の結果を補正する

方法を理解する。 

 

○水準測量に関する各種用語

について，その意味を理解す

る。 

○昇降式・器高式の野帳の記入

方法を理解する。 

○水準測量の調整量計算・調整

地盤高さの計算方法を理解す

る。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

第 2章 角測量 

 

 

 

 

 

 

 

（2学期中間考査） 

第 3章 トラバース測量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2学期期末考査） 

・角測量と測角器械 

・測角器械の構造 

・据え付けと視準 

・.検査と調整 

・角度の観測 

・角測量の器械誤差 

 

 

 

・トラバース測量の概要  

・トラバース測量の外業 

・トラバース測量の内業 

・トータルステーションシステ

ム 

・トータルステーションを用い

た細部測量  

・トータルステーションを用い

た測点の測設 

○角測量の方法を理解する。 

○野帳の記入方法を身につけ

る。 

○観測値の取り扱い方および

計算方法を身につける。 

 

 

 

 

○トラバースの概念およびそ

の種類と測量の精度について

理解する。 

○外業を理解する。 

○内業を理解する．特に，閉合

トラバースの計算方法につい

ては重要である。繰り返し練習

し，確実に計算ができるように

する。 

 

10月 

11月 

12月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 
第 7章 面積および体積 

 

 

 

（学年末考査） 

・面積の計算 

・土量(体積)の計算 

○計算方法を理解する。 

○土地の面積計算法を理解す

る。 

○両端断面平均法を理解する。 ２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全)   通し番号  Ｇ００４   

教 科 工  業 科 目 土木構造設計 履修学年 １年 

単 位 数 ２ 科 土木科 担 当 者  

 

教科・科目の

目標 

1.土木構造物についての部材や構造物に作用する力を理解し、構造物にかかる力を計算でき

る技術を身につける。 

2.土木技術者となるために必要な土木構造物の構造や設計に関する課題に取り組む、解決し

ていく力を養う。 

3.安全・安心な土木構造物を設計する技術を身につけ、協働的に取り組んでいく態度を養う。 

使用教科書 

・教材等 

７ 実教  工業７５１  土木構造設計１ 

評価の観点 

と 

その方法 

･評価の観点 

⚫ 知識・技能……………定期考査や課題(レポート)等の問題に取り組み、自ら解くことが  

できるか。土木構造物の種類や部材の名称を正しく理解できてい

るか。 

⚫ 思考･判断･表現………構造物に作用する力、梁の外力や内力などの計算に必要な公式を 

導くことができるか。力の向きや単位を正しく導くことができる 

か。せん断力図・曲げモーメント図・影響線など、指定された図

を正しく示すことができるか。 

⚫ 主体的に学習に取り組む態度……土木技術者となるために必要な計算に対し、自ら取り 

組む力が備わっているか。他者と協働して学び合いを

することができるか。 

･評価方法 

①定期考査 

②提出物(プリント・レポート課題・ノート・到達度確認問題など) 

③授業時の観察で評価 

①～③を総合的に判断して評価します。 

学習方法・ 

学習形態 

･教科書を基本に行い、プリントや資料を用いて演習問題や課題に取り組んでいく。 

･視聴覚教材を活用し、土木構造物の詳しい画像や破壊形態など具体的に理解できるように

授業を展開します。 

･プリント提出を行い、振り返りが出来るようにまとめる。各章の到達度を判断するために、

課題を配布し問題に取り組んでいく。 

履修者への

メッセージ 

 

･関数電卓を毎回使用し、計算を行います。 

･計算が多い授業となるので、毎回の授業におけるポイントの整理を行うなど、振り返りが

しやすいように工夫していく。 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

オリエンテーション 

第 1 章 構造物と力 

 

 

 

 

(1学期中間考査) 
 

 

第２章 構造物の反力  

 

 

第 3章 部材の内力 

 
 

（１学期期末考査） 

･｢構造力学の基礎｣を学ぶにあた

って 
 

・構造物の基本的形状と種類 

・構造物に作用する力 

・力の釣合い 

 
 

 

・支点の種類と梁の種類 

・静定梁の反力 

 

･構造物の内力 

・単純梁のせん断力とせん断力図 

・単純梁の曲げモーメントと曲げモ

ーメント図 

  

○構造物の基本的形状や種類、名

称について理解する。 

○力の３要素、作用・反作用の法

則、重力の大きさについて理解す

る。 

○力の合成と分解、力のモーメン

トについて理解する 

○力の釣合いを理解し、反力など

の計算ができる 

○支点と梁の種類の関係について

理解する。 

○様々な梁の種類の反力計算を理

解する。 

○せん断力の計算とせん断力図が

正しく図に示めすことができる。 

○曲げモーメントの計算と曲げモ

ーメント図が正しく図に示めすこ

とができる。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

第４章 梁を解く 
   単純梁を解く 

 

 

 

 

（２学期中間考査） 

  張出し梁を解く 

 

 

 

 

片持梁を解く 

 

 

(２学期期末考査) 

・単純梁を解く 

(１つの集中荷重・複数の集中荷

重・等分布荷重が作用する場合の

計算) 
 

 

･張出し梁を解く 

(集中荷重・等分布荷重が作用する

場合の計算) 
 

 

 

・片持ち梁を解く 

(１つの集中荷重・複数の集中荷

重・等分布荷重が作用する場合が

作用する場合の計算) 

 

○反力の計算・せん断力の計算・

曲げモーメントの計算ができる。 

○前章で行った、せん断力図・曲

げモーメント図を正しく図に示す

ことができる。 

 
 

○反力の計算・せん断力の計算・

曲げモーメント計算ができる。反

曲点について理解する。 

○せん断力図・曲げモーメント図

を正しく図に示すことができる。 

 

○反力の計算・せん断力の計算・

曲げモーメントの計算ができる。 

○せん断力図・曲げモーメント図

を正しく図に示すことができる。 

 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 

第５章 梁に生じる応力 

 

 

 

 

 

(学年末考査) 

・梁部材断面の性質 
 

 

 

 

・梁に生じる曲げ応力 

・梁に生じるせん断応力 

・梁の設計 

○設計するうえで図心の重要性を

認識し、断面一次モーメントの関

係を理解する。 

○断面二次モーメントと断面係数

を理解する。 

○曲げ応力、せん断応力の発生お

よび分布状態を理解する。 

○基本的な設計手順を理解する。 

２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全)   通し番号  Ｇ００５  

教 科 工  業 科 目 土木実習 履修学年 2年 

単位数 ４ 科 土木科 担 当 者  

 

教科・科目

の目標 

1.土木の専門分野に関する基礎的な技術を実際の作業を通じて、総合的に習得

し、建設業界での施工、管理ができる能力を養う。 

2.座学で学習した内容を、実際に器具を取り扱うことで興味と意欲を持ち、総合

的に作業することによって、より実践的な専門技術を習得する。 

3.実習を通して、職業観・勤労観を身につける。 

使用教科

書 

・教材等 

７ 実教 工業７１５ 測量 

７ 実教 工業７０６ 土木製図 

７ 実教 工業７５１ 土木構造設計１ 

７ 実教 工業７１８ 工業情報数理 

７ 実教 工業７５６ 土木基盤力学 

７ 実教 工業７５０ 土木施工 

評価の観

点 

と 

その方法 

･評価の観点 

実習内容の理解と成果およびそれらを表現した報告書の作成・提出物・器具操作

の技術・協調性、実習に取り組む姿勢を総合的に判断して評価する。 

 

学習方法・ 

学習形態 

･１クラス(４０人)を４ショップに分けて、実習を行います。 

各ショップ１０人編成で行い、ローテーションを組んで１年間を通して、測量・

水理・材料・情報の４つの実習を行います。 

 

履修者へ

のメッセ

ージ 

 

･様々な器具を取り扱いができるように積極的に実習に参加する。 

･技術面だけでなく、協調性や勤労意欲を身につけていく。 

･自ら物事を進んで考えたり、創造性のある能力を身につけていく。 

･提出物の期限厳守や安全のための決まり事を守る・実習着の正しい服装を身に

つけていく。 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

オリエンテーション 

 

ショップ名 

測 量（外業） 

※外業：外で測量器具を使用し、

測量を行う。 

 

 

  
 

測 量（内業） 
※内業:屋内で行う作業。測量結

果を整理する計算をする。 

 

 

 

・班別の実習内容と実習に対する

心構え、実習時の注意事項を説明

します。 

･水準測量について学習する。 

 

 

･角測量について学習する。 
 

 

 

 

・トラバース計算について学習す

る。 

･面積計算方法について学習する。 

 

 

○測量器具の名称を理解し、操作

方法を習得する。 

○水準測量(昇降式・器高式)の測

定方法を習得し、計算により、地

盤高の計算を習得する。 

○角(セオドライト)測量の測定方

法を習得し、計算により、角度を

整理する方法を理解する。 
 

○トラバース計算の計算方法を習

得する。 
○方眼紙に座標をプロットし、図面

の作成を行うことができる。 

○面積計算方法(三斜法・三辺法・座

標による方法)を習得する。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

水 理 

 

 

 

 
 

 

 
 

材 料 

 

 

 

 

 

 

情 報 
 

 

・開水路における流れの式の実験

を学習する。 

 

･管水路の摩擦損失水頭について

学習する。 

 

･オリフィスからの水の流出につ

いて学習する。 

 

 

・骨材の密度と吸水率について学

習する。 
 

･骨材の粒度について学習する。 
 

･鉄筋の引張試験について学習する。 

 

 

 

･文章作成(word)について演習する。 

･表計算について演習する。 

･プレゼンテーションソフト(Power 

Point)について演習する。 

･CAD について演習する。 

○実験を通じて水の基礎力学に関

する知識を習得する。 

○浮きを用いた流量と容積法を用

いた流量とを算出し、差を比較・検

討し、考察に纏めることができる。 

○管水路の摩擦損失水頭と平均流

速の関係を調べる。摩擦損失水頭と

レイノルズ数を測定し、結果を纏め

ることができる。 

 

○コンクリートに用いられる細骨

材および粗骨材の材料的性質とそ

の粒度、またその試験方法について

理解し、計算方法を習得する。 

○鉄筋の引張試験方法について理

解し、鉄筋に働く引張力とその変形

(応力-ひずみ)関係を描くための計

算方法を習得する。 

 

○資料を参考に word を作成する。 

○測量などデーターをもとに Excel

を用いて、計算できる。 

○プレゼンテーションソフトを使

うことができる。 

○CAD を用いて土木構造物を描く 

ことができる。 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月    

２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全) 通し番号 G006  

教 科 工業 科目 土木製図 履修学年 2年 

単 位 数 2 科 土木科 担当者  

 

教科・科目の

目標 

○製図に関する諸規約および土木分野の製図に関する基礎的な知識と技術を総合的に理解

し、製作図・設計図などを正しく読み、作成する能力を養う。 

○設計製図の基本を理解し、読図、写図とともに、設計の考え方や設計図面を理解し作図す

る。 

使用教科書 

・教材等 
7実教 工業 706 土木製図 

評価の観点 

と 

その方法 

製図に関する知識や図面の完成度により「知識・技能」を評価。 

図面の用途に応じた線の使い分けや寸法の記入の仕方、適した縮尺を用いているか、文字が

正しく書かれているかなどにより「思考・判断・表現」を評価。 

授業時に指示された内容や作品内容などにより「主体的に学習に取り組む態度」を評価。 

以上の観点より、総合的に評価する。 

学習方法・ 

学習形態 

○土木構造設計と関連させながら、製図の読図、写図、設計の基本を理解する。 

○形状ならびに断面を常に考えながら図面を描く。 

○描いている構造物の各種部材形状などがどうしてその形なのか考え、深く学ぶ。 

○描いている構造物の身近な例を探し、まとめることができる。 

履修者への

メッセージ 

 

○製図の基本である「正確」、「明瞭」、「迅速」を常にこころがける。 

○ドラフターならびに製図用具を丁寧かつ正しく扱う。 

○コンテスト提出用も含め図面は汚さないように注意する。 

 



令和 6年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

道路設計図 

側溝・擁壁標準図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・図中の標記などから、寸法や

高さ、勾配を計算する。 

・各種材料の材料記号を学ぶ。 

・側溝、擁壁の構造や名称につ

いて学習する。 

 

○写図と読図能力を養い、正確

にメリハリのある図面を作成

することができる。 

○図中の寸法や数字を用いて、

寸法標記のない部分の作図が

できる 

○勾配標記を理解し、正しく作

図ができる。 

○各種材料の材料記号を理解

し、正しく作図できる。 

○側溝、擁壁の構造や名称を理

解する。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

街路標準構造図 

 

・コンテスト提出用課題を仕上

げる。 

・横断面図、歩道平面図の関連

性を考える。 

・街渠・地先境界ブロックの基

礎等について考える。 

・歩車道の構造について考え

る。 

 

○写図と読図能力を養い、正確

にメリハリのある図面を作成

することができる。 

○身近な歩車道をよく観察し、

図面と比較することができる。 

○歩車道の構造を理解できる。 

 
10月 

11月 

12月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 
防波堤標準断面図 ・図中の標記などから、寸法や

高さ、勾配を計算する。 

・防波堤の構造について学ぶ。 

○写図と読図能力を養い、正確

にメリハリのある図面を作成

することができる。 

○防波堤の構造を理解できる。 

 

 

２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全) 通し番号 G007 

教 科 工業 科 目 測量 履修学年 2年 

単位数 2 科 土木科 担 当 者  

 

教科・科目

の目標 

○測量の知識と技術を理解する。 

○基本的な測量器械・器具の構造・使用方法を理解する。 

測量の結果は、各種建設工事の計画・設計・施工などあらゆる場面で利用される。

授業においては測量結果の整理・計算の方法を中心に、測量の基本をしっかり身

につける。また、近年の測量技術の進歩について理解する。 

使用教科

書 

・教材等 

７実教 工業７１５ 測量  

評価の観

点 

と 

その方法 

○以下の観点で評価する。 

 （１）知識・技能 

 （２）思考・判断・表現 

 （３）主体的に学習に取り組む態度 

 

○以下の方法により、各観点を評価する。 

  定期考査、課題プリント、成果物など 

学習方法・ 

学習形態 

○教科書を中心に講義を行います。 

○個人演習やグループ演習をしながら学びます。 

○測量士補に必要な知識も学びます。 

履修者へ

のメッセ

ージ 

 

○計算は電卓を使用しますので、関数電卓を忘れないこと。 

○数字は誰が見ても分かるよう丁寧に記すこと。 

○定期的に課題を行います。必ず期限内にかつ条件を満たした成果物を提出する

こと。 

○測量に関心がある者（もしくは測量・設計業に就きたい者）は「測量士補試験」

を受験することを念頭に置き、より幅広く発展的な内容を学習すること。 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

第 ６ 章 測量の誤差  

 

 

 

（１学期中間考査） 

第 ８ 章 基準点測量 

 

 

 

 

 

 

（１学期期末考査） 

・誤差の種類 

 

・測定値の計算処理 

 

 

・基準点と基準点測量 

 

 

・基準点測量の測量方法と方式 

 

 

・測量計画 

・踏査・選点、測量標の設置 

観測 

 

・角の偏心観測 

 

 

・国土地理院成果表 

 

○誤差の起こる原因、その消去

方法を理解する。 

○最確値、標準偏差の計算を理

解する。 

 

〇基本測量および公共測量の

基準点測量について理解する。 

○GNSS やトータルステーシ

ョンを用いた基準点測量につ

いて理解する。 

○測量計画作業の流れについ

て理解する。 

○GNSS による観測で配慮す

べき事項を理解する。 

○偏心観測を行うことの必要

性や偏心計算の意味を理解す

る。 

○成果表の読み方を理解し、測

量士補の過去問題を解ける。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

第１１章 路線測量 

 

 

 

 

 

 

 

（２学期中間考査） 

第９章 地形測量 

（２学期期末考査） 

・路線の曲線分類単心曲線の設

置 

 

 

 

・緩和曲線の測設 

・縦断曲線の測設 

・道路の測量 

 

・地形図と数値地形図データ 

・地形測量 

・現地測量と等高線 

・航空レーザ測量と車載写真レ

ーザ測量 

・数値地形図データの作成 

・地図編集 

・地形図の活用 

〇曲線の種類を理解する。 

○曲線設置に必要な用語・記

号・図を理解する。また、偏角

測設法を理解し測量士補の過

去問題を解ける。 

 

 

 

 

○地図の種類を、数値地形図と

の関係を理解する。 

〇等高線の性質を理解し、地形

図を正しく読み取ることがで

きる。 

〇等高線に関する測量士補の

過去問題を解ける。 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 
第１０章 写真測量 

 

・写真測量の特徴と分類 

・空中写真の性質 

・空中写真の視差差による高低

測量 

・空中写真測量 

・空中写真の判読と利用 

・写真地図 

〇写真測量の概要および長

所・短所を理解する。 

○中心投影に関する測量士補

の過去問題を解ける。 

○空中写真の判読の基礎的な

事柄を理解する。 

２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全) 通し番号   G008     

教 科 工業 科 目 土木基盤力学 履修学年 2 

単位数 2 科 土木 担 当 者  

 

教科・科目の

目標 

土木構造物や水の基礎力学に関する知識と技術を修得させ、実際に活用する能力と態度を育

てる。 

使用教科書 

・教材等 

７実教 工業７５６ 土木基盤力学 
 

評価の観点 

と 

その方法 

評価の観点 

・主体的に学習に取り組む態度 

・思考、判断、表現 

・知識、技能 

 

評価の方法 

・定期考査、提出物 

・授業に取り組む姿勢 

以上を総合的に判断。 

学習方法・ 

学習形態 

・水に関連した工事とこの教科を学習する意義を理解し、興味を持たせるように

努める。 

・図表、数式を用いて水理工作物に作用する様々な力について学習する。 

・実習などと関連づけて学習する。 

 
 

履修者への

メッセージ 

 

・授業中は集中すること。 

・分からない箇所は、早いうちに質問をすること。 

・例題、問、章末問題に主体的に取り組み、理解を深めること。 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

オリエンテーション 

水の物理的性質 

・水の性質 

・表面張力と毛管現象 

 

 

 

 

静水圧 

・静水圧 

・平面に作用する全水圧 

・水面に作用する全水圧 

・浮力と浮体 

 

 

 

授業の概要、評価方法等の説明 

 

水の性質 

水の密度および単位体積重量 

水の粘性と摩擦応力 

表面張力 

毛管現象 

 

 

液体の分子運動と圧力 

水圧と全水圧 

１点における水圧 

水深と水圧 

圧力水頭 

水圧計 

パスカルの原理 

アルキメデスの原理 

土木工学とは、どのようなこと

をするのか理解を深める。 

静水圧や流れなどの単位の組

立を学習し、水に関する物理量

の次元を理解する。 

水の基本的な性質について理

解する。 

 

 

 

水の静止状態における力学、す

なわち、ダムや堤防などの各種

の水理工作物に作用する静水

圧、全水圧の求め方について理

解する。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

水の流れ 

・流速と流量 

・流れの種類 

・流れの連続性 

・ベルヌーイの定理 

・損失水頭 

 

 

 

 

管水路 

・摩擦以外の損失水頭 

・単線管水路 

管水路と開水路 

定常流と非定常流 

等流と不等流 

層流と乱流 

常流と射流 

ベンチュリ計 

ピトー管 

オリフィス 

 

 

流入による損失水頭 

曲がりおよび屈折による損失

水頭 

サイホン 

水の運動状態にあたる力学を

理解する。 

流れの種類、連続の式、ベルヌ

－イの定理、摩擦損失水頭、平

均流速について理解する。 

 

 

 

 

管水路における各種の損失水

頭について理解する。 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 

開水路 

・開水路の流れ 

・等流 

・開水路の損失水頭 

 

等流速分布曲線 

鉛直流速分布曲線 

等流の計算 

水理特性曲線 

摩擦による損失水頭 

開水路における各種の流れに

ついて理解する。 

土木実習との関連から、オリフ

ィス、ゲ－ト、堰などの項目に

ついて理解する。 ２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全)   通し番号  Ｇ００９   

教 科 工  業 科 目 土木構造設計 履修学年 2年 

単位数 ２ 科 土木科 担 当 者  

 

教科・科目の

目標 

○橋・道路・鉄道・ダム・上下水道・港湾・空港などの土木構造物を設計する 

ために必要な知識を身につけ、計算できる能力を養う。 

使用教科書 

・教材等 

７ 実教  工業７５１  土木構造設計１ 

評価の観点 

と 

その方法 

･評価の観点 

１ 評価の観点 

 ①主体的に学習に取り組む態度･･･力学について関心を持ち、自ら問題に 

取り組もうとしている。 

 ②思考・判断・表現 

  ・力学に関する問題の解決を目指して、思考を深め、適切に判断する能力を 

身につけようとしている。 

 ③知識・技能･････計算をして、正しい値を求めることができる。 

          基本的な用語を正しく覚えている。 

 

２ 評価の方法 

 ①授業に取り組む姿勢 

 ②提出物（ノート、プリント、課題） 

 ③定期考査（５回）、確認テスト、小テスト 

  

  ①～③を総合的に判断して評価します。 

学習方法・ 

学習形態 

・教科書をもとに、ノートやプリントを使用しながら学習をしていきます。また、

分かりにくい所などは、視聴覚機器を用いて行います。 
 

･プリントやノート提出を定期的に行い、正確なノート整理ができるようにする。

定期考査等で各章の到達度を判断する。 

履修者への

メッセージ 

 

・計算は電卓を用いて、行いますので電卓を忘れないようにして下さい。 

 

・ノートやプリント等の提出物は期限内に提出するようにして下さい。 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

第１１章 

影響線 

 

 

第５章 

梁に生じる応力 

（１学期中間考査） 

 

 

 

 

 

（１学期期末考査） 

○移動荷重と影響線 

・反力の影響線 

・せん断力の影響線 

・曲げモーメントの影響線 

 

 

○梁に生じる応力 

・断面一次モーメント 

・断面二次モーメント 

○梁に作用する荷重が移動する

ときに、梁の反力や任意の点に

生じるせん断力、曲げモーメン

トの計算方法を習得する。 

 
 

○梁部材断面のもつ諸性質につ

いて学び、断面に生じる応力の

計算方法と基本的な設計方法を

習得する。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

第５章 

梁に生じる応力 

 

 

 

 

（２学期中間考査） 

 

第６章 

応力と材料の強さ 

 

 

 

（２学期期末考査） 

 

○梁部材断面の性質 

・断面係数 

 

・梁に生じる曲げ応力 

 

・梁に生じるせん断力 

 

 

 
 

・応力とひずみ 

○部材の強さを表す断面係数に

ついて学ぶために公式を用いて

求められるようにする。 

 

○梁に曲げモーメントが作用し

たときの、曲げ応力の発生のし

くみと、曲げ応力の分布状態を

習得する。 

 

 

○応力と変形の関係から、各種

材料の力学的性質を調べ、安全

性を考慮した簡単な設計概念を

習得する。 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 

第６章 

応力と材料の強さ 

 

 

 

 

 

（学年末考査） 

○軸方向力とひずみ 

○工業基礎学力テストに向

けて 

○外力が作用したとき、応力が

生じ、部材の寸法や形状が変形

することを学び、応力と変形の

関係を習得する。 

○工業基礎学力テストに向けて

一年時からの内容を復習する。 ２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全)   通し番号  Ｇ０１０   

教 科 工  業 科 目 土木施工 履修学年 2年 

単 位 数 ２ 科 土木科 担 当 者  

 

教科・科目の

目標 

1.土木施工に関する知識を習得し、実際に活用する能力を育てる。 

2.安全で安心な土木構造物を施工する上での考え方や知識を深め、土木工事に従事すること

への使命や誇りを持てるようにする。 

3.土木施工の施工方法と技術を具体的な土木構造物を例に紹介しながら、土木材料の種類や

各工事の施工方法を理解する。 

4．2級土木施工管理技術検定(第一次検定)の過去問題に取り組み、知識を習得する。 

使用教科書 

・教材等 
７ 実教  工業７５０  土木施工 

評価の観点 

と 

その方法 

･評価の観点 

①知識・技能     定期考査や授業課題・小テスト等が出来ているか。 

②思考・判断・表現  施工法や工程のイメージが出来ているか。施工方法や工法の説明

ができる。また、発表等が出来るか。定期課題を配布し、文章力

や課題に対して自らの考えを書くことが出来ているか。 

③主体的に学習に取り組む態度  授業に参加する姿勢、ノート・授業プリント等、整理が出来てい

るか。提出物(レポート課題)等の内容。 

･評価方法 

①授業に取り組む姿勢 

②定期考査 

③提出物（授業プリント、課題、定期課題） 

 

①～③を総合的に判断して評価します。 

学習方法・ 

学習形態 

･土木施工教科書を基本に行い、実際の工事資料や新聞などからのニュースを取り入たり、 

視聴覚機器(ICT)を活用し、興味や関心を持たせて授業を展開する。 

 

･授業プリントや課題を定期的に行い、授業プリント・課題に対し整理ができるようにする。

学習の中で小テスト等を実施し、各章・各分野の到達度を判断する場合もある。 

履修者への

メッセージ 

 

･具体的な土木構造物の実例から、社会における土木工事の公共性と役割を理解し、興味と

学習意欲をもつ。 

･土木工事は、環境に配慮する必要があることを理解する。 

･高校在学中に国家試験である土木施工管理技術検定(第一次検定)に挑み、取得を目指す。 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

｢土木施工を学ぶにあたって」 

 

 

 

 

第１章 土木材料 

 

第２章 土工  

（１学期中間考査） 

 

 

 

 

 

（１学期期末考査） 

 

・施工の学習方法と概要説明 

・わが国の大規模土木工事 

・社会基盤の整備 

 

・土木材料の規格の大切さ 

・土木材料の種類と用途 

 

・土工の種類 

・土工計画（土量の変化） 

・作業の種類と土工機械 

 

・機械化土工の計画 

 （作業能力の算定） 

 

・土工の実施 

○土木施工全般の概要を具体的 

に土木構造物を例に説明を受け、土

木の公共性と魅力を理解・興味をも

たせ、学習意欲を高める。 

○土木材料の種類と、適切な使用目

的を理解する。 

○土量の変化をじゅうぶん理解す

る。 
 

○土工機械の種類と特徴や、施工法

を理解する。 
 

○作業能力の算定については例 

題を取り入れながら その数値の

取り方について理解する。 

 
○準備工や法面防護工など工事例

を参考に理解する。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

第３章コンクリート工 

 

 

 

 

（２学期中間考査） 
 

 

第４章 基礎工 

 

 

 

 
 

（２学期期末考査） 

・コンクリート用材料 

・コンクリートの性質 

・コンクリートの配合設計 

・コンクリートの製造と施工 

・各種のコンクリートとコン

クリート製品 

 
 

・基礎の種類 

・直接基礎工 

・杭基礎工 

・ケーソン基礎工 

・地盤の改良工 

○コンクリートの構成材料と種類、品

質について理解する。 

○コンクリートの性質を理解する。 
○コンクリートの配合設計と、施工法

について基本的な知識を理解する。 

○特殊なコンクリートや、コンクリー

ト製品について概要を理解する。 

 

 
○基礎の施工の重要性を理解する。 
○掘削工法の種類と施工法を理解 

する。 
○直接基礎工、杭打ち基礎工、ケーソ

ン基礎工の種類と施工法を安全と環

境対策も考えながら、理解する。 
○地盤改良工の工法を学習し、適切な

工法が選択できるようにする。 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 

第５章 舗装工 

 

 

 

 

 

(学年末考査) 

 

・アスファルト舗装の構造 

 と特徴 

・舗装の施工 

・その他のアスファルト舗装 

・コンクリート舗装の構造と 

  特徴 

・舗装の維持・修繕 

○アスファルト舗装、コンクリート

舗装の特質、施工方法、注意事項な

どについて理解する。 

○アスファルト舗装の維持管理・修

繕について理解する。 

○コンクリート舗装の構造(路床・路

盤・コンクリート版の施工方法につ

いて理解する。 

２月 

３月 

春季 

休業 

 



 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全) 通し番号 G０１１  

教 科 工業 科目 課題研究 履修学年 3年 

単 位 数 3 科 土木科 担当者  

 

教科・科目の

目標 

○生活に身近な課題を設定し、その課題解決を図る学習を通して専門的な知識と技術の進

化、総合化を図るとともに、問題解決能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

◯社会人としての心構えを持たせ、コミュニケーション能力の向上を図る。 

使用教科書 

・教材等 

7実教 工業 701 工業技術基礎、7実教 工業 706 土木製図、7実教 工業 715 測量 

7実教 工業 364 土木基礎力学 1、7実教 工業 752 土木構造設計２ 

7実教 工業 756 土木基盤力学、7実教 工業 750 土木施工 

7実教 工業 770 社会基盤工学 

評価の観点 

と 

その方法 

◯以下の観点で評価する 

(1)知識・技能 

・責任感、協調性を身に付けているか。 

・発表において、考えを的確に明瞭な声で発言できているか。 

(2)思考・判断・表現 

・作業の手順や人間関係などを考えることができているか。 

・課題解決に向け試行錯誤する姿勢があるか。 

・毎作業の報告をまとめる力があるか。 

・発表の仕方を考え、工夫の跡が見られるか。 

(3)主体的に学習に取り組む態度 

・興味、関心を持って自主的に取り組み、責任感や意欲を持って熱心に作業する態度を身

につけているか。 

 

学習方法・ 

学習形態 

○各自の得意分野を活かし、課題解決に向けて取り組む。 

○各授業毎に進捗などの報告書を提出する。 

○お互いの考えを共有しあい、よりよい解決方法を考える。  

○成果を課題研究発表会やコンテストなどで説明を行う。 

履修者への

メッセージ 

 

○失敗を恐れずに意欲的に取り組むこと。 

○電動工具などの取り扱いは指示をよく聞き、十分に安全を確保すること。 

○よりよい解決方法、作品を目指して、妥協することなく取り組むこと。 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

オリエンテーション 

 

１．以下の１つの班に所属 

○カヌー製作班 

 

 

 

 

○カヌー材料班 

 

 

 

○測量班 

 

 

 

 

 

○CAD班 

 

 

 

 

 

○模型班 

・年間の授業内容の説明と諸注

意を行う。 

 

・コンクリートカヌーの型枠製

作 

・コンクリートの打設、仕上げ

を行い、完成させる。 

 

・コンクリートカヌーに用いる

コンクリートの各種材料につ

いて研究を行う。 

 

・トータルステーションを用い

た閉合トラバース測量の技能

を身につける。また、結果を整

理する計算方法を学ぶ。測量競

技大会に出場する。 

 

・AutoCADの基本的な操作方法

を身につける。土木構造物や測

量結果などを 2 次元または 3

次元の成果物として CAD で作

成する。 

 

・自ら作製するものを設定し、

完成度の高いものを製作する。 

 

 

 

 

・コンクリートカヌー競技大会

に出場し、研究成果を分かりや

すく伝える。 

 

 

・コンクリートカヌー適した配

合を研究し、その成果を分かり

やすく伝える。 

 

・測量競技大会等のコンテスト

に出場し、研究成果分かりやす

く伝える。。 

 

 

 

・Auto CAD の基本的操作がで

きる。CADで図面を描くことが

できる。その成果を分かりやす

く伝える。 

 

 

・よりよいものを製作するため

に試行錯誤し完成させ、その成

果を分かりやすく伝える。。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 
２．先輩との懇談 

 

 

 

 

・建設業界で活躍している卒業

生を招き、将来の進路決定に役

立てる。 

 

 

・先輩との懇談を通じて自分の

進路について、考え意識でき

る。 

 

 
10月 

11月 

12月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 
３．専門科目就職・進学対策 

 

・構造力学 ・測量 

・水理学  ・土質力学 

・土木施工 ・社会基盤工学 

・その他 

・専門科目の演習を行い、進路

実現に向けた知識を身につけ

る。 
２月 

３月 

春季 

休業 

 



 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全)   通し番号  Ｇ０１２  

教 科 工  業 科 目 土木実習 履修学年 3年 

単位数 ３ 科 土木科 担 当 者  

 

教科・科目

の目標 

1.土木の専門分野に関する基礎的な技術を実際の作業を通じて、総合的に習得

し、建設業界での施工、管理ができる能力を養う。 

2.座学で学習した内容を、実際に器具を取り扱うことで興味と意欲を持ち、総

合的に作業することによって、より実践的な専門技術を習得する。 

3.実習を通して、職業観・勤労観を身につける。 

使用教科書 

・教材等 

７ 実教 工業７１５ 測量 

７ 実教 工業７０６ 土木製図 

７ 実教 工業７５１ 土木構造設計１ 

７ 実教 工業７１８ 工業情報数理 

７ 実教 工業７５６ 土木基盤力学 

７ 実教 工業７５０ 土木施工 

評価の観点 

と 

その方法 

知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度から総合的に判

断して評価します。 

実習時の観察での評価、実技テストを含む技能・技術での評価、実習内容をま

とめる報告書での評価、作品での評価を総合的に判断します。 

 

学習方法・ 

学習形態 

･１クラス(４０人)を３ショップに分けて、実習を行います。 

各ショップ測量が 20人、その他の班は１０人編成で行い、ローテーションを組

んで１年間を通して、測量・土質・材料の３つの実習を行います。 

 

履修者への

メッセージ 

･様々な器具を正確に操作することができるよう意欲的に実習に参加すること。 

･技術面だけでなく、協調性や勤労意欲を身につけていくこと。 

･よりよい成果を出すために妥協することなく取り組むこと。 

･提出物の完成期限を守ること。 

 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

オリエンテーション 

 

 

○測 量（外業） 

  ・トラバ－ス測量 

  

 ・水準測量 

   

 ・細部測量  

 

 

○測 量（内業） 

  ・トラバース計算 

  ・面積計算 

 ・校舎配置図、縦横断面図の 

作成 

・班別の実習内容と、実習に対する

心構えと諸注意を行う。 

・トータルステーションを用いて測

量を行う。 

・水準測量を行い、校地内の測点の

地盤高を求める。 

・トータルステーションを用いて、

建物（地物）を測定し、校舎配置図

作成のためのデータを取得する。 

・計算を行い、校舎配置図の骨組み

になる骨格図を作成する。また、骨

格図より面積を求める。 

・細部測量の結果より、校舎配置図

を CAD を用いて作成する。平面図・

縦断面図・横断面図を作成する。 

・班別の実習内容と、実習に対する

心構え習得する。 

 

・トータルステーションを正しく操

作することができる。 

・水準測量の測定が正しくできる。 

・許容誤差範囲内の測定ができる。 

 

・トラバース計算ができる。 

・測量結果の良否を判断できる。 

・CAD を用いて、平面図、縦横断面

図を描くことができる。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

○土 質 
・土粒子の密度試験 
 

 
・土粒子の含水比試験 
 

 
・粒度試験（１） 
 

 
・粒度試験（２） 
 

 

 
○材 料(コンクリート) 
・コンクリートの配合設計 
 
・コンクリートの打設 
 
・コンクリートの現場試験(スランプ

試験) 
 
・コンクリートの圧縮強度試験 

・土粒子の密度試験の方法を学習す

る。また、土の基本的な状態を表す

諸量の計算を行う上での必要性を理

解する。 

・含水比試験の方法を学習する。ま

た、自然状態の土の含水比は、含水

比の違いにより工学的性質が異なる

ことを学習する。 

・粒度試験のなかの沈降分析を学習

する。 

・粒度試験のなかのふるい分析を理

解する。また均等係数、曲率係数を

もとめ粒度分布の判定の行い方を学

習する。 

 

 

・コンクリートの配合設計とその計

算方法について学習する。 

・コンクリートの打設手順とそれに

必要な道具、フレッシュコンクリー

トのスランプ試験について学習す

る。 

 

・硬化コンクリートの圧縮強度試験

とその計算方法について学習する。 
 

・土粒子の密度試験の方法を理解す

る。また、土の基本的な状態を表す

諸量の計算を行う上での必要性を

理解する。 

・含水比試験の方法を理解する。ま

た、自然状態の土の含水比は、含水

比の違いにより工学的性質が異な

ることを理解する。 

・粒度試験のなかの沈降分析を理解

する。 

・粒度試験のなかのふるい分析を理

解する。また、均等係数、曲率係数

をもとめ粒度分布の判定を行うこ

とが出来る。 

・各材料の密度、粒度などを用いた

配合設計を理解する。 

・必要な材料、道具を理解し、手順

に沿って打設を行うことができる。 

・スランプ試験方法を習得し、結果

からフレッシュコンクリートの性

質を理解する。 

・圧縮試験方法を習得し、その結果

から圧縮強度を求めることができ

る。 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 まとめ   

２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全) 通し番号 G０１３  

教 科 工業 科目 土木製図 履修学年 3年 

単 位 数 2 科 土木科 担当者  

 

教科・科目の

目標 

○製図に関する諸規約および土木分野の製図に関する基礎的な知識と技術を総合的に理解

し、製作図・設計図などを正しく読み、作成する能力を養う。 

○設計製図の基本を理解し、読図、写図とともに、設計の考え方や設計図面を理解し作図す

る。 

使用教科書 

・教材等 
7実教 工業 706 土木製図 

評価の観点 

と 

その方法 

製図に関する知識や図面の完成度により「知識・技能」を評価。 

図面の用途に応じた線の使い分けや寸法の記入の仕方、適した縮尺を用いているか、文字が

正しく書かれているかなどにより「思考・判断・表現」を評価。 

授業時に指示された内容や作品内容などにより「主体的に学習に取り組む態度」を評価。 

以上の観点より、総合的に評価する。 

学習方法・ 

学習形態 

○土木構造設計と関連させながら、製図の読図、写図、設計の基本を理解する。 

○形状ならびに断面を常に考えながら図面を描く。 

○描いている構造物の各種部材形状などがどうしてその形なのか考え、深く学ぶ。 

○描いている構造物の身近な例を探し、まとめることができる。 

履修者への

メッセージ 

 

○製図の基本である「正確」、「明瞭」、「迅速」を常にこころがける。 

○製図用具を正しく使い、丁寧に扱う。 

○コンテスト提出用も含め図面は汚さないように注意する。 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

RC単純床版橋 

全体一般図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コンテスト提出用課題を仕上

げる。 

・側面図、平面図、断面図の関

連性を考える。 

・図中の標記などから、寸法や

高さを計算する。 

・橋の構造や名称について学習

する。 

○写図と読図能力を養い、正確

にメリハリのある図面を作成

することができる。 

○3 つの図から立体的なイメ

ージを持ち、作図ができる。 

○図中の寸法や数字を用いて、

寸法標記のない部分の作図が

できる 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

RC単純床版橋 

下部工配筋図 

・側面図、平面図、断面図の関

連性を考える。 

・鉄筋の図面への表記方法につ

いて学習する。 

・鉄筋の数量表記について学習

する。 

○写図と読図能力を養う。 

○各図から立体的なイメージ

を持ち、作図ができる。 

○構造物中の配筋状態を理解

し、作図することができる。 

10月 

11月 

12月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 
   

２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全) 通し番号 G０１４  

教 科 工業 科目 土木基盤力学 
履修学

年 
3年 

単位数 2 科 土木科 担当者  

 

教科・科目

の目標 

○土木構造物や土および水の基礎力学に関する知識と技術を習得させ、実際に活

用する能力と態度を育てる。 

○土木構造物の安定や土木構造物を支える地盤に関連して、土の基本的な性質や

力学の基礎的な内容を扱い理解させること。また、実際に活用する能力と態度を

育てる。 

使用教科書 

・教材等 
7実教 工業７５６ 土木基盤力学 

評価の観

点 

と 

その方法 

以下の観点で評価する。 

 （１）知識・技能 

 （２）思考・判断・表現 

 （３）主体的に学習に取り組む態度 

 

○以下の方法により、各観点を評価する。 

  定期考査、課題プリント、成果物など 

学習方法・ 

学習形態 

○教科書をもとに説明、プリントを使用しながら学習を行います。 

○視聴覚機器を使用する場合もあります。 

履修者へ

のメッセ

ージ 

 

○土質力学の知識がいかに活用されているかを理解しながら学習する。 

○実習との関連を理解しながら学習する。 

 



令和 6年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

土質力学の基礎を学ぶにあ

たって 

 

 

土質力学の基本 

 

（１学期中間考査） 

 

 

 

土中の水の流れと毛管現象 

 

 

 

（１学期期末考査） 

・土質力学の概要について説明

する 

 

 

・土の生成 

・土の調査と試験 

・土の構成と状態の表し方 

・土の分類 

・土の締め固めの性質 

 

・土中の水の流れと透水性 

・毛管現象と土の凍上 

・土に働く応力 

○土質力学の必要性と重要性

を認識させ、関連する分野にど

のようなものがあるかについ

て理解する。 

○土の力学的な性質、状態とそ

れを求めるための試験方法お

よび分類など、土質力学の基礎

知識を理解する。 

 

 

○土中におけるの水の流れと

その試験方法、透水量の計算お

よび土の凍上について理解す

る。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

地中の応力 

 

 

 

 

 

 

土の圧密 

 

（２学期中間考査） 

 

土の強さ 

 

 

 

（２学期期末考査） 

土圧 

 

 

 

・土に働く応力 

・荷重による鉛直方向の増加応

力 

・土中の水の流れによる地中応

力の変化 

・有効応力と過剰間隙水圧 

 

・圧密現象と圧密試験 

・土の圧縮性と圧密沈下量 

・沈下時間 

 

・土のせん断強さ 

・土のせん断試験 

・土の種類によるせん断強さ 

の性質 

 

・土圧 

・クーロンの土圧 

・ランキンの土圧 

・土留め板に加わる土圧 

○土中における応力状態、各作

用に伴う応力状態の変化につ

いての計算方法を理解する。 

 

 

 

 

○圧密現象の理解を図り、圧密

沈下量と沈下時間の計算が出

来るように理解する。 

 

○土のせん断強さ、せん断試験

を理解する。 

 

 

 

○土圧の考え方とその計算方

法を理解する。 

 

10月 

11月 

12月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 
地盤の支持力 

（３学期期末考査） 

・基礎と支持力 

・浅い基礎の支持力 

・杭基礎の支持力 

○基礎の種類について学び、各

基礎の支持力の計算方法を理

解する。 
２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全)   通し番号  Ｇ０１５   

教 科 工  業 科 目 土木構造設計 履修学年 ３年 

単 位 数 ２ 科 土木科 担 当 者  

 

教科・科目の

目標 

1.土木構造物についての部材や構造物に作用する力を理解し、構造物にかかる力を計算でき

る技術を身につける。 

2.土木技術者となるために必要な土木構造物の構造や設計に関する課題に取り組む、解決し

ていく力を養う。 

3.安全・安心な土木構造物を設計する技術を身につけ、協働的に取り組んでいく態度を養う。 

使用教科書 

・教材等 

７ 実教  工業７５１  土木構造設計１  

７ 実教  工業７５２  土木構造設計 2 

評価の観点 

と 

その方法 

･評価の観点 

● 知識・技能……………定期考査や課題(レポート)等の問題に取り組み、自ら解くことが  

できるか。土木構造物の各部の名称や種類、部材の名称を正しく

理解できているか。 

 

● 思考･判断･表現………構造物に作用する力、トラスの外力や内力などの計算に必要な公

式を導くことができるか。力の向きや単位を正しく導くことがで

きるか。各計算方法を理解しているか。 

 

● 主体的に学習に取り組む態度……土木技術者となるために必要な計算に対し、自ら取り 

組む力が備わっているか。他者と協働して学び合いを

することができるか。 

･評価方法 

①定期考査 

②提出物(プリント・レポート課題・ノート・到達度確認問題など) 

③授業時の観察で評価 

①～③を総合的に判断して評価します。 

学習方法・ 

学習形態 

･教科書を基本に行い、プリントや資料を用いて演習問題や課題に取り組んでいく。 

･視聴覚教材を活用し、土木構造物の詳しい画像や破壊形態など具体的に理解できるように

授業を展開します。 

･プリント提出を行い、振り返りが出来るようにまとめる。各章の到達度を判断するために、

課題を配布し問題に取り組んでいく。 

履修者への

メッセージ 

 

･関数電卓を毎回使用し、計算を行います。 

･計算が多い授業となるので、毎回の授業におけるポイントの整理を行うなど、振り返りが

しやすいように工夫していく。 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

オリエンテーション 

第６章 応力と材料の強

さ 

 

 

(1学期中間考査) 
 

 

第７章 柱  

 

 

第８章 トラス 

 
 

（１学期期末考査） 

･｢構造力学の基礎｣を学ぶにあた

って 
 

・応力とひずみ 

・許容応力度と安全率 

 

 
 

・短柱 

・長柱 

・短柱に偏心荷重が作用したとき 

 

・トラスの特徴 

・トラスの種類 

・部材力の計算(格点法) 

  

○軸方向応力とひずみ。 

○部材内部に生じる軸方向応力に

ついて理解する 

○フックの法則を理解する。 

○弾性係数、比例限度、伸び剛性

の関係を理解する。 

○各種材料の力学的性質を理解す

る。 

○許容応力度を理解し、断面を設

計する。 

○柱とはどのようなものであるか

を理解する。 

○短柱と長柱の違いを理解する。 

○偏心荷重が作用したときの応力

の求め方を理解する 

○トラスの構造上の特徴を理解す

る 

○トラスの種類を理解する 

○格点法により簡単なトラス

の部材応力を求める。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

第８章 トラス 
    

 

 

第 1 章 土木構造物のあ

らまし 

 

（２学期中間考査） 

第 1 章 土木構造物のあ

らまし 

第 2章 鋼構造物の設計 

第 3 章 鉄筋コンクリー

ト構造物の設計 

 

(２学期期末考査) 

第 4 章 基礎・土留め構

造物の設計 

・部材応力の計算(格点法) 

・部材応力の計算(断面法) 
 

 

・設計方法 

・橋の各部の名称 
 

・土木構造物の材料とその特徴と

性質 

・設計に用いる荷重の種類 

・H 形鋼を用いた道路橋の設計 

・鉄筋コンクリート構造の特徴と

各部名称 

 

 

・基礎、土留め構造物の種類 

○格点法によるトラスの部材力計

算方法を理解して、実際に計算が

できる。 

○断面法によるトラスの部材力計

算方法を理解して、実際に計算が

できる。 

○各種設計方法の違いを理解す

る。 

○橋の各部の名称を理解する。 

○土木で用いられる各種材料の規

格、特徴と性質、接合方法などに

ついて理解する。 

○設計に用いられる荷重につ

いて理解する。 

○H形鋼を用いた道路橋の構造

と特徴について理解する。 

○鉄筋コンクリート構造の特

徴、性質名称について理解する 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 

第 4 章 基礎・土留め構

造物の設計 

 

(学年末考査) 

・直接基礎 

・杭基礎 

・擁壁 
 

○土木構造物を支える基礎、土留

め構造物には、どのような種類が

あるかを理解する。 

○直接基礎を理解する。 

○杭基礎の種類と施工方法を理解

する。 

○擁壁の構造についてを理解す

る。 

２月 

３月 

春季 

休業 

 



 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全)   通し番号  Ｇ０１６   

教 科 工  業 科 目 土木施工 履修学年 3年 

単 位 数 ２ 科 土木科 担 当 者  

 

教科・科目の

目標 

1.土木施工に関する知識を習得し、実際に活用する能力を育てる。 

2.安全で安心な土木構造物を施工する上での考え方や知識を深め、土木工事に従事すること

への使命や誇りを持てるようにする。 

3.土木施工の施工方法と技術を具体的な土木構造物を例に紹介しながら、土木材料の種類や

各工事の施工方法を理解する。 

使用教科書 

・教材等 

７ 実教  工業７５０  土木施工 

評価の観点 

と 

その方法 

･評価の観点 

①主体的に学習に取り組む態度  授業に積極的に参加し、ノート整理が出来ているか。提出物(レ

ポート課題)等の内容を評価。 

②思考・判断・表現  施工法や工程のイメージが出来ているか評価。 

     施工方法や工法の説明や発表等が出来るか評価。 

③知識・技能     定期考査や提出物等が適切に出来ているか評価。 

･評価方法 

①授業に取り組む姿勢 

②提出物（ノート、プリント、課題） 

③定期考査 

 

①～③を総合的に判断して評価します。 

学習方法・ 

学習形態 

･土木施工教科書を基本に行い、実際の工事資料や新聞などからのニュースを取り入たり、 

視聴覚機器を活用し、興味や意欲を持たせて授業をすすめる。 

 

･プリントやノート提出を定期的に行い、正確なノート整理ができるようにする。定期考査

等で各章の到達度を判断する。 

履修者への

メッセージ 

 

･具体的な土木構造物の例から、社会における土木工事の公共性と役割を理解し、興味と学

習意欲をもつ。 

･土木工事は、環境に配慮する必要があることを理解する。 

･土木施工管理技術検定(第一次検定)の資格取得を目指してください。 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

第６章 

いろいろな施工技術と各種

工事用機械 

 

 

 

（１学期中間考査） 

 

 

 

 

 

（１学期期末考査） 

○トンネル 

・山岳トンネル工法 

・シールド工法・開削工法 

・沈埋工法・推進工法 

 

 

 

 

○上下水道      ○河川 

○ダム          ○橋梁 

○砂防          ○鉄道 

○港湾     ○海岸 

 

○トンネルには、鉄道や道路な

どの交通用トンネルばかりでな

く、上下水道、灌漑用水など地

下空間利用のトンネルについて

も理解する。トンネル工事の工

法を習得する。 

 

○上下水道、ダム、橋梁、河川、

砂防、鉄道、港湾、海岸などの

社会資本整備事業の知識を習得

し、その大切さと、重要性を理

解する。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

第７章 

工事の仕組みと管理 

 

 

 

 

（２学期中間考査） 

 

 

 

 

（２学期期末考査） 

第８章 

土木法規 

 

○各種工事用機械 

・工事用機械・工事用電気 

 設備 

 

○工事のしくみ 

○施工計画 

○工事の見積り 

○工事の管理 

○安全衛生管理 

○工程管理 

○品質管理 

○原価管理 

 

○労働基準法 

○労働安全衛生法 

○建設業法 

○道路関係法 

○建設工事で使用される工事用

機械・電気設備の内容や特徴を

理解する。 

 

○ 土木工事の計画から完成ま

での手順を理解する。品質・原

価・工程・安全の四大管理の重

要性を理解し、内容を習得する。 

 

 

 

 

 

○公共事業の多い建設工事に関

連のある法律の重要性をよく理

解し、内容を習得する。 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 

（学年末考査） ○環境保全関連法 

○その他の関係法規 

 

２月 

３月 

春季 

休業 

 

 



和歌山県立和歌山工業高等学校(全) 通し番号  G０１７      

教 科 工業 科 目 社会基盤工学 履修学年 3 

単位数 2 科 土木 担 当 者  

 

教科・科目の

目標 

・社会基盤工学に関する知識と技術を修得させ、実際に活用する能力と態度を育

てる。 

・国土総合開発や地域開発、都市計画、交通など土木計画と社会基盤整備の基礎

的な構造や機能について学習する。 

使用教科書 

・教材等 

実教 工業 770 社会基盤工学 

評価の観点 

と 

その方法 

評価の観点 

 ・知識・技能 

 ・思考・判断・表現 

 ・主体的に学習に取り組む態度 

評価の方法 

 ・定期考査 

・提出物（プリント、課題など）の内容 

 ・授業に取り組む姿勢 

   以上を総合的に判断し評価する。 

学習方法・ 

学習形態 

・教科書を基本に、DVD 映像などの教材を活用しながら理解の定着を図ります。 

・各単元について、各自で調べレポートをまとめます。 

履修者への

メッセージ 

 

・レポートは調べた内容を列挙するだけでなく、各自の具体的な考えや思いなど

を述べること。 

・「社会基盤工学」は社会基盤を支えるために必要な施設をどのように計画し、

整備するかを学ぶため、土木構造設計・測量・土木基盤力学・土木構造設計など

の専門教科の知識も深めていくことを望む。 

・これからの社会のありようや環境なども積極的に探求し、得られた知識を総合

的に活用できる力をつけていくことを望む。 

 



令和６年度学習進度予定表 

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標 

一

学

期 

４月 

暮らしと社会基盤 

・社会基盤の整備と土木事業 

・暮らしを支えてきた土木事

業 

・国土計画と社会基盤の整備 

 

 

 

 

 

 

交通・運輸 

・道路 

・鉄道 

・港湾 

・空港 

・都市交通施設 

 

 

 

社会基盤とは何か 

豊かな国土づくり 

土木技術の歴史 

土木技術者に望まれること 

社会基盤の整備 

 

 

 

 

 

 

道路、鉄道、港湾、空港、都市

交通施設などの機能、計画、設

計の手順、施設、設備 

 

暮らしを支える社会基盤をつ

くりだす土木事業の内容と歴

史そして安全で豊かな国土づ

くりなど社会基盤の概要につ

いて理解する。 

 

 

 

 

 

 

交通・運輸について、交通輸送

のあらましと道路、鉄道、港湾、

空港の果たすべき役割および

都市圏における交通施設と環

境対策について理解する。 

５月 

６月 

７月 

夏季 

休業 

 

二

学

期 

９月 

治水・利水・水環境 

・治水 

・利水 

・上下水道 

・河川 

・水環境 

 

暮らしとまちづくり 

・都市と都市計画 

・エネルギー整備 

・都市防災 

水の循環 

河川とその流域 

砂防・海岸の計画 

降水量と水資源 

 

 

 

都市の開発と保全 

エネルギーの有効利用 

災害の種類と対応策 

治水・利水・水環境とくらしと

の関わりについて理解する。 

 

 

 

 

 

都市の開発と保全 

エネルギーの有効利用 

災害の種類と対応策について

理解する。 

10 月 

11 月 

12 月 

冬季 

休業 

 

三

学

期 

１月 

暮らしとまちづくり 

・都市と都市計画 

・エネルギー整備 

・都市防災 

都市の開発と保全 

エネルギーの有効利用 

災害の種類と対応策 

都市の開発と保全 

エネルギーの有効利用 

災害の種類と対応策について

理解する。 

２月 

３月 

春季 

休業 

 



 


